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要 旨:浅川実験林のサクラ保存林で， 昭和 48 年頃から，新梢や幼果が褐変枯死する病気が認め

られ， 昭和 50 年頃には保存林全体lζζ の病害が拡大蔓延した。 乙の病害について病原の究明，発生

生態の調査を行い， さらに薬剤j防除について検討した。光顕観察，接種試験から本病は Monilinia

kusanoi によるサクラ幼果菌核病と同定された。本病は 3 月下旬-4月上旬に発生し始め，病原菌

の分生子は褐変枯死した幼梢や幼果上で 7 月下旬頃まで認められたが，その後は消失した。地上に落

下越冬した病果からは，本病の発生初期より約 1 週間早く子のう盤の発生が始まる乙とから，本病の

病原菌は分生子や菌糸の形で越冬するのではなく，病果中IC形成された菌核で越冬し，そ乙から発生
した子のう胞子が第一次伝染源になるものと考えられた。子のう胞子は発芽管型と小型分生子出芽型

の 2 通りの発芽型を示し，感染発病には発芽管型の発芽が必須であり， pH4-5 が本菌の発芽IC好適

と考えられた。サクラ類の柱頭は pH5.2-5.4 を示し，好適な pH 値IC近かった。乙の乙とは発芽

経過の電顕観察結果とも一致し，接種後子のう胞子は柱頭では速やかに発芽し，菌糸への発達が認め

られたのに対し，花柱や棄の表面では小型分生子出芽型の発芽が多く，まれに発芽管型の発芽が認め

られでも発芽管長は著しく短かった。しかし接種試験の結果では，子のう胞子は幼梢や若葉11:も直接

感染し，その後は分生子で次々と感染を続けるものと考えられた。本病の感染時期が明らかになった

ととから，春先から発病期にかけて数種の殺菌剤を数回散布し，防除を試みた。とのうちチオファネ

ート系のベンレート 2， 000-3，∞0 倍， トップジンM 1 ， 500 倍液が卓効を示した。

I はじめに

1~15 

サクラは学校の校庭，堤，公園，神社の境内などに広く植栽され，四季の始めをいろどる日本の代表的

花木としてわれわれ日本人に深く親しまれているが，その一方，てんぐ巣病，材質腐朽病などの病虫害に

弱く，それらに対する保護管理lと困難を伴うこともあって，全国各地で痛ましい姿のサクラを見かけるの

も珍らしい乙とではない。

昭和 41 年度，農林省ではわが国のサクラの老化と衰退を防ぎ， 全国各地に伝わる多数の種類(品種〉

保存を主な目的として，林業試験場浅川実験林内の 6 ヘクタールの土地にサクラ保存林を設置した。そこ

では現在約 240 品種 1 ， 700本のサクラが植栽されているが， 昭和 48 年頃から幼果菌核病が発生し， 年身

被害が滋しくなり時には枯死に至る木もでできている叩加。本病!と関しては古く 1910 年代に高橋1引18) に
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よって菌学的な検討が行われただけで，その後みるべき調査研究はなく，詳しい発生生態などは不明であ

った。そのため保存林内のサクラを本病から保護するととを目的として，まず本病の発生生態の解明lと努

め，ついで薬剤による防除試験を行った。

本研究を行うに当たり，樹病科長青島清雄博士lとは終始適切など教示を賜った。また元浅川実験林長山

谷孝一博士，細井 守氏ほか浅川実験林各位lとは研究遂行に当たり多大など支援を頂いた。浅川実験林小

林義雄樹木研究室長にはサクラの同定を，弘前大学原田幸雄博士には本病病原菌の関連属菌を分譲して頂

きまた病原菌の同定に際しど教示を賜った。乙とに記して厚く御礼申し上げる。

なお， ζ の報告は昭和 54~56 年度指定研究「サクラ主要病害対策防除lと関する研究」の成呆の一部で

あり，樹病に関する事項は椅木，陳野，小林，林が担当し，防除試験については主として薬袋，緑川，岩

田が担当した。

E 病徴と発生経過

本病は，開花，開葉の早い品種のサクラでは 3 月下旬から発生が見られ，展開直後あるいは未展開の

葉，葉柄，幼梢，幼果が侵されて褐変し，それが幼梢，幼果全体におよぶと萎凋して枯れ，下垂する。擢

病した幼果のほとんどは早期に落果するが，一部は表面にしわを生じ， ミイラ状となって秋頃まで樹上に

とどまる。葉や幼梢の枯れは，当該保存林全体としては 4 月中旬頃の発生が最も多く，品種や環境lともよ

るが， 5 月下旬以降に展開した幼梢では発病しない例も多数認められた。枯れてから 2 ， 3 日を経過した

幼梢，葉柄， 葉脈の表面にはやや桃色をおびた灰白色の粉状物(分生子〕に覆われる (Plate 1-A)。乙

のような分生子塊は幼果や呆柄表面にも同様に現れた (Plate 1-B) 。

本病は昭和 41 年度lζサクラ保存林として造成されてから数年が経過した昭和 48 年頃わずかに発生が見

られ，その後急速に拡大蔓延し，昭和 50 年頃から現在のような激しい発生を見るに至った。

E 病原菌とその所属

枯れた幼梢，葉柄，葉脈上あるいは幼果， 果柄の表面には幅 4~4.5μm の分生子柄が 1~数回枝分か

れして生じ，その先に分生子が連鎖状lζ作られる (Plate 2-A, B)。分生子は無色，単胞，亜球形ないし

レモン形で，大きさ 6~14X 6~1O (平均 10. 2X8. 7)μm，分離器を有する (Plate 2-C, D, E) 。

子のう量産は地上に落下越冬した羅病果(菌核〉から菌核の大きさに応じて 1~数個生じ， 淡褐色， 肉

質，ロート状， 4~16mm の長さの柄を有し (Plate 3-A, B)，子のう盤の直径は 5~14mm。側糸は 3

~4 隔膜で長さ 122~136 (平均 130)μm，幅 4μm(走査電顕試料では1. 7~2μm)(Plate 3-D, G)。子

のうは頂孔を有し，基部lζ 向かつて細まり同筒形，長さ 112~152(平均 128.8)μm，幅 6μm (Plate 3-D, 

F , G) , 子のう胞子 8 個を内蔵する (Plate 3-D)。子のう胞子は無色，単胞， 卵形ないし楕円形で長さ

1O~14 (平均 11.6)μm，幅 5 ~6.4 (平均 6. の μm (Plate 3-E) 。

以上の形態的特徴から本薗の完全(子のう〉世代は，不完全(分生子)世代に Monilia 属を持つ，

Monilinia 属と同定された。わが国では，乙れまでにパラ科，ツツジ科の樹木や呆樹などに寄生する 9 種

の Monilinia 属菌が報告されている (Table 1) 。本菌はサクラ類の幼梢，幼果fC寄生し，分生子に分離

器を持つ点や，分生子，子のう胞子などの大きさが既報の Monilinia 伽sanoi (高橋 191112)，原因 19773))

iζ一致し，また後述するリンゴ熟呆lζ対する接種試験や子のう胞子の発芽性状などの一致から ， Monilinia 



Table 1. 日本産 Monilinia 属菌の種類と形態，主な宿主植物

Japanese species of Monilinia with their morphological characteristics and host plants. 
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kusanoi (TAKAHASHl) Yamamoto と同定された。

W 病原菌の生活史と伝染彊

1.調査方法

コケジミズ，ツバキカンザクラについては 1979~1981 年にかけて， またヒカンザクラについては 1980

~81 年にかけて 5， 6 日間隔で開花， 開業，発病期を観察記録し，さらに病葉，病枝，病果を 5， 6 日間

隔で採取し，検鏡を行い，分生子の発生消長を調べた。また子のう盤の発生消長についても 3 月中旬~4

月中旬にかけては 1， 2 日間隔で，その他の時期ば 5， 6 日間隔で調査，記録した。結果は Fig. 1 にまと

めたが，開花，関葉については 1~2割程度の開花，開葉を点線で表し，それ以上を実線で表した。分生

子の発生消長については，検鏡lとより直接観察されたものは実線で表し， 24~48 時間湿室処理lとより観察

されたものを点線で表した。

2. 開花・開葉期と発病開始期

ツバキカンザクラは，観察に供した 3 種類のサクラの中で開花，開葉が最も早い種類であった。 1979 年

は 3 月 3 日頃開花， 3 月 5 日頃開業が始まったが， 最初の発病が認められたのは 3 月 31 日頃であった。

1980 年は 3 月 3 日頃開花， 3 月 5 日頃開葉が始まり，最初の発病が認められたのは同様に 3 月 31 日頃で

あった。 1981 年は開花は 3 月 18 日，開葉は 3 月 24 日頃と前 2 年よりはるかに遅かったが，最初の発病は

例年と同じく 3 月 31 日頃であった。

ヒカンザクラ No.1 は， 1980 年には 4 月 7 日頃開花し，開葉は 4 月 3 日頃徐々に始まり， 4 月 15 日完

全に開業したが，開花，開葉と同時に発病が見られた。 1981 年ICば開花，開葉ともに 4 月 14 日頃始まっ

たが，十分開葉しないうちに発病した。ヒカンザクラ NO.2 は， 1980 年には 3 月 10 日頃開花が始まり，

開葉は 3 月 15 日頃から始まり 4 月 1 日頃完全に開葉したが，発病が見られたのは 4 月 3 日頃からであっ

円

ル。

コケシミズは 3 種のサクラの中で開花，開葉が最も遅く，果実をつけやすい性質を持つ種類であるが，

1979 年には開花は 4 月 3 日頃，開葉は 4 月 5 日頃始まり，葉の発病は 4 月 20 日頃，果実の発病は 4 月 30

日頃が最初であった。 1980 年は開花，関葉とも 4 月 16 日頃始まったが，葉lとはほとんど発病が見られず，

果実の発病は 5 月 4 日頃であった。 1981 年は開花，開業とも 4 月 12 日頃から始まり，葉の発病は 4 月 24

日頃，果実の発病は 4 月 31 日頃であった。

全体として開花，開葉が 3 月上中旬lと始まるツバキカンザクラ，ヒカンザクラ NO.2 のいずれでも最初

の発病が見られたのは 3 月 30 日から 4月上旬にかけてであった。さらに 1980 年と 1981 年を比べると開

花，開業は 1980 年の方が早かったが，発病は 1981 年の方が早く認められ，後述する子のう盤の発生期が

発病開始期と密接に関連するものと考えられた。

3. 分生子の発生消長

発病後は幼梢，葉脈，幼:W:，果柄上IC多量の分生子が形成されるが，形成量は発病 1 ， 2 週間後が最も

多く，約 2 か月の問認められたが，秋から冬にかけては全く認められなかった。 1980 年は冷夏，多雨であ

ったためか， 79 年， 81 年lζ比べて約 1 か月遅くまで分生子の発生が認められた。コケシミズの幼梢と幼

果との比較では，幼巣上でより遅くまで分生子が認められたが， 1980 年の調査でも 7 月下旬には認められ

なくなった。以上分生子の発生消長からは，分生子が病果，病枝上で越冬し，翌年の伝染源となる可能性
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Fig. 1.分生子・子のう胞子の発生消長と開花・発病開始期

Comparison of leaving, flowering, sporulation and disease outbreak. 
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は少ないものと考えられた。

4. 子のう盤の発生時期

1980, 81 年の両年l乙子のう盤の発生時期と期聞を調査した。まず 1979 年 11 月にコケシミズ樹上から

病果，ツバキカンザクラから病校を採取し，それぞれ砂の入ったポットに入れ，上から薄く土をかけてガ

ーゼ 2 枚で覆いをし， これを木陰に置いて子のう盤の発生時期と期間を調べた。また 1981 年は野外のサ

クラ保存林内のコケシミズ樹下で子のう盤の発生時期と期間を調査し， Fig.l 1ζ表した。

1980年はコケシミズの病果から， 3 月 31 日から 4 月 16 日までの期閣に集中して子のう盤が発生した。

ツバキカンザクラの病枝からは子のう擦は全く発生しなかった， 1981 年は 3 月 20 日から 4 月 13 日までの

期間，病果からのみ子のう盤の発生が認められた。なお，地上に落下した幼果菌核からは翌年( 1 年目〉

と翌々年 (2年目〉は多数の子のう盤形成が認められ， 3 年目もわずかに形成されるがi その後は全く形

成されなかった (Tab!e 2)。保存林全体における本病の発生初期と子のう盤発生期とはほぼ一致してお

り，第一次伝染は子のう胞子によるものと考えられた。

5. 子のう胞子の放出，発芽条件

ポットの中で越冬後発生した子のう盤を供試して温度と子のう胞子放出量，発芽率， pH と発芽率，湿

度と発芽率を調べた。まず温度と子のう胞子放出量，発芽率については，子のう盤数個を 8 等分に切り，

その 1/8 片を素寒天平板の入ったシャーレのふたの内側にワセリンで貼り付け， 0~350C まで 5 0C 間隔

で 8段階に保って 0~24 時間後の落下量〈放出量〉と 24 時間後の発芽率， 24~48 時間後の落下量と 48 時

間後の発芽率を調べた。落下量は低倍 (50~100 倍〉で検鏡し 4段階(少:士~多:叶〉に分けて Tab!e 3 

l己表した。

初めの 24 時間には 20 0C 以上で多量の子のう胞子が放出され続ける傾向がみられたが， 高温区では初

めの 24 時間をすぎてからはほとんど放出されなかった。また OOC， 5 0C 区の子のう盤でも 20~250C IC移

すと多量の子のう胞子を放出した。

pH と発芽率について試験中，子のう胞子の発芽様式に通常の発芽菌糸を伸長する発芽管型 (P!ate 4-

A , C) と小型分生子を出芽状に鎖生する小型分生子出芽型 (P!ate 4-A, B) の 2 つがあることが明らか

となった。 Tab!e 4 から明らかなように発芽管型と小型分生子出芽型を併せた発芽率では pH4~9 まで

ほとんど差は認められなかったが，発芽管型の発芽率は pH4.0 で最高となり， この付近が最適 pH と

考えられた。発芽胞子を試験管培地IC移植したが，菌そうにまで発達したのは発芽管型の発芽胞子のみで

あった。

湿度と発芽率については素寒天上(湿度 100%) 48 時間後では 75% と高率であったのに対し， スライ

Table 2. 病果(菌核)および病校からの子のう盤の発生

Longevity of scIerotia in diseased fruits. 

サクラ品種・部he位rr 1 年百戸年後 3 年愛

Materia!s and variety of cherries 1 st year 2 nd year 3 rd year 
1980 I 1981 1892 

Kokeshimizu 刊十1) 十件 + 
(Affected fruits with scIerotia) 

Tsubakikanzakura 

(A任ected shoots without sclerotia) 

1) 十件:多数発生 Numerous, +:わずかに発生 A little, 一:発生なし Negative 

4 年後
4 th year 

1983 



サクラ幼果菌核病の発生生態と防除K.関する研究〈楠木ほか〕 - 7 ー

Table 3. 温度と子のう胞子放出量・発芽率

In゚uence of temperature on ascospore dispersal and their germination. 

温 度
A子m のう胞子放出量

ounts of ascospores dispersal G4e日r時m間in後atのio発n芽率rate 
Temperature 

時 間 時 間
after 48 hr 

0-24 hr 24-48 hr 

350C オサ1) 土

300C +時 十

250C 十時 十+
200C 十件 十件

150C 廿 十十

100C +十 十+
50C + + 
。OC + + 

1) 榊:非常に多数 Numerous, +十:多数 Moderate, +:少数 A little. 土:わずか Trace

Table 4. pH と子のう胞子発芽型・発芽率

Relation between pH of 2 % plane agar and germination types 
of ascospores in Monilinia 加sanoi.

M小i型cr分oc生on子id型ia M混ixe在d ty型pe 
発G 芽管型

To計tal pH erm-tube 
type1J typelJ 

3 ()lIJ 。 32 32 

4 。 。 81 81 

5 34 6 44 84 

6 73 3 日 84 

7 65 3 9 77 

B 83 4 88 

9 81 。 。 81 

1) 図版 4B， C 参照 See Plate 4 B, C 2): 発芽率 Germination percentage 

Table 5. 湿度と子のう胞子発芽率・最大発芽管長

In゚uence of relative humidity on ascospore germination of 

Monilinia kusanoi 

Ma最tux大bime 〈発μul回m芽m>管以g長ah f 血湿Humidit度y 
発 ma芽tion 率Germination rat巴

く%)

100 % Agar (%) 75 237 

100 Slide glass 27 45 

98 Slide glass 16 23 

94 Slide glass 。 。

92 Slide glass 7 l 

87 Slide glass 3 l 

84 Slide glass l 1 

(%) 

0.2 

50 

79 

91 

65 

54 

5 

6 
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ドグラス上〈湿度 1009めでは 27% で， 空気湿度 98~84% 区では著しく低率であった (Table 5) 0 pH 

と子のう胞子発芽率に関連してカンザン，スザク， スJレガダイニオイの柱頭，花柱や花弁表面の pH を

測定した結果いずれの種類も柱頭は pH5.2~5.4，花柱や花弁表面が pH6.5~6.8 を示し，柱頭が子の

う胞子の発芽に好適な pH 儲を示すことが明らかになった。

6. 接種試験

本病菌の分生子，子のう胞子を数種のサクラとリンゴに接種を行った。まず 2. 5~4 X 105/ml の分生子

懸濁液をサクラのアマノガワ，スルガダイニオイ，フゲンゾウ，オオウチヤマ，ソメイヨシノ，シダレザ、

クラ，モリオカシダレの各種類とリンゴのフジ，ゴールデンデリシャスの新葉梢に噴霧接種を行った。接

種後 22~250C 湿室lζ48 時間保ち，その後ガラス室に移し経過を観察した結果，接種 5 日後アマノガワ，

フゲンゾウ，オオウチヤマ，シダレサ'クラ，モリオカシダレの若葉，幼梢が褐変し， 7 日目頃分生子が形

成されたが， リンゴのフヅ，ゴーJレデンデリシャスには異常は認められなかった。

次に1. 5XIO'/ml の子のう胞子懸濁液をサクラのケイオウザクラ，カンザン，モリオカシダレ，タイハ

ク，ホウゼンジオオザクラ，ヒカンザクラ， ミナカミの各種類とリンゴのフジ，ゴールデンデリシャスの

新葉梢に噴霧接種を行った。接種後 48 時間 22~250C 湿室に保ち， その後ガラス室に移して経過を観察

した結果，約 1 週間後ケイオウザクラ，モリオカシダレ，ヒカンザクラの幼梢に褐変化が見られ， 10 日目

頃分生子が確認されたがリンゴのフジ，ゴールデンデリシャスには異常は認められなかった。

さらに弘前大学から分譲頂いたオウトウ灰星病菌 (Monilinia fructicola) , リンゴモニリア病菌 (M.

mali) ，林試樹病研究室保存菌株 M13-2 (神代植物園のソメイヨシノ枝先枯症状からの分離菌で M. frucｭ

ticola と考えられる)を対照として本病菌とともにリンゴ熟泉(スターキング) IC接種した。接種は本病

菌と M. mali は菌そうで， M 13-2 と M. fructicola は胞子接種で行い， 25 0C 恒温室で経過を観察し

た。その結果 M13-2 と M. fructicola 接種区では接種後 48 時間で接種部位を中心に褐変化が見られ，

徐々に拡大し，接種 4 ， 5 日後には褐変化した果実表面に分生子塊が形成された。一方本病菌と M. mali 

接種区では変化は認められず， リンゴ熟果に対しては病原性は持たないものと考えられた。

乙のほか子のう胞子懸濁液を噴霧接種後 48 時間を経過したサクラの葉の表面，花弁， 柱頭，果柄(花

柄〕の表面を走査電顕で観察した。柱頭では子のう胞子多数が発芽，発芽管から菌糸への発達が見られた

(Plate 4-D) が，泉柄や花弁，葉の表面では小型分生子出芽型の発芽が多く (Plate 4-F)，まれに発芽

管型の発芽が認められでも発芽管長は柱頭上での発芽lζ比べ著しく短かかった (Plate 4~E) 。

7. まとめ

分生子の発生消長，子のう盤の発生時期と期聞から本病の病原菌は病果中の菌核で越冬し，翌春子のう

盤から放出された子のう胞子が第一次伝染源となって新たな発病が始まるものと考えられた。子のう胞子

の発芽条件からは，子のう胞子は主に花器(柱頭) Iと!感染し，幼果や果柄表面IC生じた分生子がその後二

次伝染源となって保存林のように激発が起こるものと考えられたが，接種試験の結果からは子のう胞子は

幼梢にも直接感染することから，全体としては子のう胞子は柱頭のほか若い枝や葉にも感染し，そこに生

じた分生子で 6 月上中旬まで次々と伝染を続けるものと考えられた。

V 薬剤閥除試験

数種の薬剤を供試して本病の防除を試みた。 1979 年は予備試験としてカンザン，ツバキカンザクラ，コ



サクラ幼果菌核病の発生生態と防除lζ関する研究〈楠木ほか)

Table 6. サクラ幼巣菌核病薬剤j防除試験 (1979)

Chemical control of Moni1ia blight of flowering cherries (1979). 

濃度(倍)
サ ク 7 ロロロ 種供 試 薬 剤 Varieties of cherries 

Chemical Di1ution Kanzan I Ts伽kikan拙ura Kokeshimizu 

7.k 和 イ オ ウ 300 11) 90 
Colloidal sulfur 
水和イオウ+ベンレート 300 76 Colloidal sulfur 

2.000 and benlate 
~ ン レ ト 2.000 2 10 94 Benlate 
コ ン ト ロー)レ 12 116 Control 

1) 径 5cm 枝上の平均発病新梢数 Averalie of infected shoots on branches with 5 cm diam. 

Table 7. サクラ幼果菌核病薬剤j防除試験(19ω， No.1) 

Chemical control of Moni1ia blight of flowering cherries 
(1980, No. 1). 

濃度〈倍) サ ク フ ロロロ 種供試薬剤 Varieties of cherries 

Chemical Di1ution 
Hikanzakura I Ts由仙anzakura

ダコニ- )レ 800 451} 
Da∞ni1 
ベンレート 2, 000 3 30 Benlate 
サプロール 1, 000 44 Saprol 
コントロール 64 78 
Control 

1) 新檎 2∞本中の発病率

Percentage of the infected sh∞ts among 200 sh∞ts examined 
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Keiozakura 

65 

75 

151 

ケシミズ，ケイオウザクラ IC水和イオウ剤 (3ω倍)，ベンレート水和剤 (2， 000 倍〉を散布して効果を調

べた。水和イオウ剤は 211本を 3 月 9 日に散布し，ベンレートは 211本を 4 月 4 日， 21 日， 5 月 18 日，

6 月 15 自に散布した。効果判定は 6 月 13 日に行い，径約 5cm の枝数本上の平均病梢数で Table 6 に

表した。いずれも無散布区に比べて発病がやや抑えられる傾向が認められたが，供試本数が各区 1 ， 2 本と

少なかったためはっきりした結果は得られず19)， 1980, 81 年に試験をくり返した。 1980 年はベンレート水

和剤，水和イオウ剤，サプロール，ダコニーJレ， ジクロンチウラム弗]をヒカンザクラ 16 本， ツバキカン

ザクラ 3 本，コケシミズ 6 本IC散布した。ヒカンザクラ lとはベンレート水和剤 (2，∞0 倍)，サプロール乳

剤(1，∞0 倍)，ダコニーJレ(加O 倍〉を各区4;;f.:， 511図を 3 月 10， 25 日， 4 月 4 ， 16, 25 日の計 5 回

散布し，対照と比較した。効果判定は 5 月 21 日行い， 1 本当たり約 2∞の新梢について新梢枯死率(発

病新梢 l新梢総数X1∞)を調べ Table 7 にまとめた。とれによれば無散布区 6496 の枯死率(Plate 1-D) 

IC対し，ベンレート水和剤 (2. ∞0倍〉散布区が 396 と卓効を示した (Plate 1-C)。ツバキカンザクラ

(2 本〉にはベンレート水和剤 (2，∞0 倍)を 1 本 1 回当たり 51 を 2 月 25 日 ~4 月 16 日にかけて 5 回散

布し， 5 月 21 日新梢枯死率を調べて対照と比較した。供試木に虫害が発生し， はっきりした結果は得ら

れなかったが，対照の 7896 の枯死率IC対し，散布区 3096 とやや抑制された。本病の病徴はコケシミズで
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Table 8. サクラ幼果菌核病薬剤防除試験 (1980 ， No. 2) 

Chemical control of Monilia blight of flowering cherries 
(1980 , No. 2). 

期j 濃度(倍〕 サクラ C品her 種供 試 薬
VarKieoty k of ry Chemical Dilution eshimizu 

水和 イ オ ウ 300 871) 
Colloidal sulfur 
水和イオウ+ベンレート 300 25 Colloidal sulfur 1, 000 and benlate 

32 サ フ。 ロ Jレ 1, 000 Saprol 

"'" ン レ ト 2, 000 38 Benlate 
ジクロンチウラム 800 78 Dichlonethiram 
コ ン ト ロ ール

日7Control 

1) 幼果 200 個中の発病率

Percentage of the infected fruits among 200 fruits examined 

Table 9. サクラ幼果菌核病薬剤防除試験 (1981)

Chemical control of Monilia blight of flowering cherries (1981). 

濃 度 サ ク フ 口口口
供試薬剤 Varities of cherries 

種

Chemical Dilution Hikanzakura I Tsubakikanz山ra I Kokeshimizu 

ベンレー卜 2, 000 611 401) 32) 
Benlate 
ベンレート 3, 000 9 51 5 Benlate 
トップジンM 1, 500 4 2 Topsin M 
コントロール 83 89 29 Control 

1) 新梢 200 本中の発病率 Percentage of the infected shoots among 200 shoots examined 
2) 幼果 200 個中の発病率 Percentage of the infected fruits among 200 fruits examined 

は新梢より幼果に現れやすい。コケシミズでは水和イオウ剤 (3∞倍) 1 回散布区，水和イオウ剤 1 固と

サプロール(1， 500 倍) 4 回散布区， サプローJレ， ベンレート水和剤 (2， 0∞倍)， ジクロンチウラム剤

(1， 500 倍)のそれぞれ 4 回散布区( 1 回 1 本当たり 5 のを設け， 5 月 21 日に幼呆枯死率で効果判定を行

い対照と比較した。効果は発病後早期に落果するものが多く，幼果枯死率が正確に防除効果を表すものと

は考えられなかったが，新梢の発病は著しく少なかったためこれを採用し， Table 8 にまとめた。これに

よれば水和イオウ剤とベンレートの併用区，サプローノレとベンレートの単用区で発病が抑えられた。 1981

年は 1980 年に防除効果の認められたベンレートの 2，∞0 倍， 3， 000 倍とベンレートと同じチオファネート

系のトップジンM水和剤 1， 500 倍液をヒカンザクラ各区 4 本，ツバキカンザクラ各区 1 本，コケシミズ各

区 2 本 IC散布し，効果を調べた。効果はヒカンザク九ツバキカンザクラについては新梢枯死率で，コケ

シミズについては幼果枯死率で 5 月 20 日判定し， Table 9 Iとまとめた。ヒカンザクラでは無散布区 83%

に対しベンレート 2， 000， 3.000 倍， トップジン Ml， 5oo 倍がそれぞれ 6， 9, 4% と著しく卓効を示した。

コケシミズでは無散布区 29% に対しベンレート 2.0∞， 3， 000 倍トップジン Ml， 500 倍がそれぞれ 3 ，



サクラ幼果菌核病の発生生態と防除lζ関する研究〈楠木ほか) -11 ー

5. 2% であった。ツパキカンザクラでは 1980 年と同じく食葉性の虫害が発生し， はっきりした結果は

得られなかったが，無散布区 89% に対し，ベンレート 2. ∞O. 3，∞0 倍がそれぞれ 40， 51% と防除効果

が認められた。全体としてベンレートは 3.0∞倍でも卓効が認められた。以上より本病の防除にはチオフ

ァネ- r. チオファネートメチルを主成分とするベンレート水和剤 2， OOO~3， OOO 倍液， トップジン M水

和弗01 ， 500 倍液の開花直前から 4 月中旬にかけての 4 ， 5 回散布が卓効を示すことが明らかになった。

VI 考察

浅川実験林にあるサクラ保存林のサクラ i乙展開後間もない幼梢が枯れる病気が最初に発生してから 10

年近くが経過した。当初との原因として 1 部では凍霜害の疑いが持たれたりしたが，本病の発生が必ずし

も開花開葉の早い種類l乙限られないとと，寒冷紗などで覆いをしても無処理とほとんど差が認められない

ことなどから，別な原因によるものと考えられた。一方. 4. 5 月頃の枯れた幼梢，葉脈，幼果，果柄上

には主として分生子柄，分生子の塊りから成る灰白色の菌体が観察され，乙の菌が病原である可能性が高

いものと考えられ，後に接種試験lとより確認された。との菌は形態からサクラ類， リンゴ，モモ，ナシな

どパラ科植物と，コケモモなどツツジ科植物を主な寄主とする Monilinia (不完全世代 Monilia) 属の菌

と同定された。乙の Monilinia 属は形態ならびに生物学的諸性質l乙基づいて HONEY (1928) Iとよりそれ

までの Sclerotinia 属から独立して新設された属であるnh その後 HONEY の説は WHETZEL (1945) によ

り支持され， Botryotinia, Monilinia 属など 15 属を合む菌核病歯科 (Sc1erotiniaceae) として独立され

るに至り 16う実用的な分類法として広く受け入れられている 8)17) 0 Monil初ia 属 lとは約 27 種が報告され，

そのうちの 9種が日本で記録釣回目12)18)15はりされている。本邦産 Monilinia 属菌についてはとれまで数人

の研究者により形態，寄生f生，培養上の性質について検討が加えられているが，それによれば Monilinia

属菌は分生子の形態から分生子に分離器を持つグループ(Disjunctoriae 節〕と持たないグルーフ。(Junc­

toriae 節) !ζ大別される8加15)17)。分離器を有する Monilinia 属菌としてはナナカマド IC 寄生する M.

aucupariae. Prunus 属植物に寄生する M. kusanoi. Malus 属植物1C寄生する M. mali. ツ Jレコケモモ

に寄生する M. oxycocci. コケモモに寄生する M. urnula の 5 種があり，全体として寄主範囲が狭く，

葉や新梢に寄生して胞子堆を生じる。分離器を持たない Monilinia 属薗としては Malus 属 . Pyrus 属，

Eriobotrya 属植物などに寄生する M. fructigena. アンズやウメ 1C寄生する M.laxa. モモ，オウトウ IC

寄生する M. fructicola， ウメ 1C寄生する M.mume の 4 種があり，全体として寄主範囲が広く，主に花，

校，熟果1C寄生し，その上lζ胞子堆を作る。サクラ保存林の各種のサクラ 1C寄生し，幼梢，幼果lと萎凋枯

死を起乙す病原菌は形態， 寄生性から M kusanoi と同定された1判。 M. kusanoi は草野(1900) がヤ

マザクラの幼梢上で発見し， それを HENNINGS が不完全世代について記載を行い . Monilia kusanoi と

し，完全世代が発見されれば Sclerotinia kusanoi に改称すべきと述べたõ) 0 その後高橋(1911) はヨシ

ノザクラおよびミザクラ(オウトウ)の樹下で完全世代の子のう盤を発見し，サクラ撤巣菌核病菌 (Sclero­

ti削ia kusanoi) として形態の詳細な記載を行った却。後山本は本病菌を幼果菌核病菌と表わした17)0 S. 

kusanoi とリンゴ花腐病菌(リンゴモニリア病菌〉との異同については， 当時一部で同一種と考えられて

いたが， 高橋19) は S. kusanoi の分生子をリンゴの幼梢，葉l乙接種しでも発病がみられず，子のう胞子

による接種で再検討すべきとして結論しなかった。その後勝藤がリンゴ樹下でリンゴ花腐病菌の完全世代

を発見するにおよんで，高橋 (1915) はその子のう胞子をヨシノザクラに接種したが，発病がみられない
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ととから別種と認め， S. mali を新たに記載した加。その後前述のように Sclerotinia 属から Monilinia

属が独立新設されるおにおよんで Monilinia kusanoi と改められ今日に至っている。

Monilinia 属菌による病害の伝染環については諸説がある。そのうちの 1 つに本属菌は分生子や菌糸の

形で越冬し，それが翌年の第一次伝染源となるという説である。その論拠としては， Monilinia 属蘭の分

生子は往身非常に厚くなった被膜を持ち， 1 種の chlamydospore であるという説m，また培地と共Ir:乾

燥保存した分生子が l 年以上も発芽力を持ち続けるという説，分生子や菌糸が被害校中で越冬し，翌年枝

から出た新梢に伝染するという説など様々である。サクラ幼果菌核病についてみる限り， 7 月下旬以降も

まれに病果や病枝上にいびつな形の分生子が観察されるととはあるが，越冬後の病果や病枝から湿室処理

により分生子や菌糸が再生されるととは全くなく，分生子や菌糸が翌年の伝染源となるとは考えられなか

った。子のう盤の発生時期と本病の最初の発生時期を併せて考えると， 1980 年と 81 年では子のう盤の発

生時期に約 10 日のずれがあるが，最初に発病が認められたのは両年とも子のう盤の最初の発生期から数日

後で， 80 年と 81 年の本病の発生時期には同様な時間的ずれが認められるととから， 第一次伝染は菌核か

ら発生した子のう胞子によるものと考えられる。子のう胞子は最初に花器(柱頭) 1ζ感染するのかあるい

は葉や幼梢に感染するのかという点については，高橋はまず幼枝や葉に感染し，その後分生子で幼果に感

染する加としている。子のう胞子の発芽試験の結果からは柱頭が発芽 1r:好適な条件を満たしているととが

明らかになり，また電顕観察の結果からも子のう胞子は柱頭上では短時間の聞に発芽，侵入が起乙るもの

と考えられた。一方接種試験の結果からは子のう胞子接種でも幼梢や葉に直接感染が認められ，野外では

WEHMER や LINDAU が指摘したように花器と葉や幼梢の両方で感染が起とるものと考えられた。リンゴ花

腐病では発病校中?と菌核が形成され， これが越冬源となるとする説18】と， 被害果上 1r:菌核が形成され，

そとから発生する子のう盤が伝染源となるとする説がある剖U)O サクラ幼果菌核病では発病枝からの子の

う盤の発生は全く認められず，発病枝は菌核としての機能を持たないものと考えられる。子のう胞子で第

一次感染した後は，発病幼梢や幼果上 Ir:生じた分生子Iとより次々と伝染を続け，外気温が生育適温D 以上

lζ高まると本病の発生が抑えられ，分生子の形成も終了し，新たな感染もなくなり小康状態となる。

本病の防除については子のう盤の発生期前後から分生子発生期にかけて，チオファネー卜系の殺菌剤ベ

ンレート水和剤 2， 0∞~3.∞0 倍， トップジン M水和剤 1， 5∞倍液の数回散布が卓効を示した。

サクラ保存林には開花，開業期が異なったり，二度咲きや果実を着けやすい種類など様ざまな種類が一

堂に集められており，いったん発生すると年々本病の病原菌密度が高くなり，また開花期の異なる品種の

上で次今に感染を継続してまん延する。

なお日本各地のサクラで本病と似た新梢先枯れ病徴を現す病気の発生が報告されているが回10河口， これ

らの病気は夏から秋にかけて発生し，幼果菌核病より発生時期が遅く，病原菌は Monilinia jructicola 

と考えられている。
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Explanation of pt.te目(図版説明)

Plate. 1. 

A : Symptoms of affected young shoots (Tsubakikanzakura) 

壊死下垂した新梢の病徴(ツバキカンザクラ〉

B : Symptoms of a妊ected young fruits (Kokeshimizu) 

壊死褐変した幼果の病徴(コケシミズ)

C : Cherry tree (Hikanzakura) sprayed with benlate 

ベンレート 2， 000 倍散布区のサクラ樹(ヒカンザクラ)

D : Severely damaged cherry tree CHikanzakura) without spraying chemicals 

無散布区の激しい新梢枯(ヒカンザクラ〉

Plate. 2. 

A:Cοnidial mass on peduncle observed under SEM (••: 50μm) 

花柄上fC形成された分生子塊の走査電顕像

B : Chain of conidia with traces of disjunctor under SEM (ト----< : 10μm) 

分離器の痕跡を残す分生子の走査電顕像

C : Conidia observed under optical microscope (ー~: 10μm) 

分生子の光顕像

D, E : Conidia jointed by disjunctor (••: 10μm) 

分離器により連結された分生子

Plate. 3. 

A , B : Apothecia produced on overwintered fruits with sclerotia 

越冬した幼果菌核上fC形成された子のう盤

C : Cross section of apothecium showing a part of hymenium (>---< : 100μm) 

子のう盤断面の光顕像
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D : Ascus and paraphysis (←ー: 50μm) 

子のうと側糸

E : Ascospores (ー→: 10μm) 

子のう胞子

F : Surface of apothecium observed under SEM (←~: 10μm) 

子のう盤表面の走査電顕像

G : Cross section of apothecium showing asci, paraphyses and discharged ascospores (ーー:

10μm) 

子のう盤断面の走査電顕像

Plate. 4. 

A : Mixed germination types of ascospores (~→: 10μm) 

子のう胞子の発芽型

B : Microconidia type of germination ←ー: 10μm) 

小型分生子出芽型の発芽

C : Germtube type of germination (~→: 10μm) 

発芽管裂の発芽

D : Germinated ascospores on the surface of stigma, 48 hrs after inoculation (ー吋: 100μm) 

接種 48 時間後柱頭上で発芽し，菌糸を発達した子のう胞子

E : Germtube type of germination in ascopores on pedunc1e surface, 48 hrs after inoculaｭ
tion-a rare case (ーー: 10μm) 

花柄表面で発芽管型の発芽をした子のう胞子一ーまれな例

F : Microconidial germination of ascospores on pedunc1e surface, 48 hrs after inoculationｭ
an ordinary case (~→: 10μm) 

通常見られる花柄表面での小型分生子出芽型の発芽

Studies on the Monilia Blight of Flowering Cherri回

-Life cycle, epidemiology and di副泡舵 control-

Manabu KUSUNOKI∞， Y oshiyuki ZINNO∞， Takao KOBAYASHI(自>，

Jiro MINAI仙， Hiroko HA Y ASHI叩， Takuji MIDORIKAWA叫 and Zenzo IWATA (7) 

Summary 

Moni1ia bIight of flow巴ring cherries has been noticed since 1973 in the Cherry Garden of 

the Asakawa Experimental Forest, Forestry and Forest Products Research Institute. The disease 
was prevalent throughout the Garden and has caused severe damage to various cherry varieties. 

Received August 10, 1983 
(1) (3) (5) Forest Protection Division 
(2) Toho孟u Branch Station 
(4) Asakawa ExperimentaI Forest Station 
(6) Research Coordination Division 
(7) Former. Forest Protection Division 
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During the three years observed (1979~'81) ， th巴 disease first appeared in late March, a 

few days after the 五rst development of apothecia from the sc1erotia. Ascospores mainly infect 

the stigma of the flowers and sometimes the young leaf buds. Abundant conidia of the Monilia 

state are produced on the diseased pedunc1es and young shoots. as the result of th巴 primary

infection by ascospores. The disease rapidly spread throughout the Garden where many varie. 

ties. with di妊erent flowering times from March to mid May' had been planted. The large 

amount of conidia produced on the diseased pedunc1es and sh∞ts can infect new sprouts during 

Apri1 and May. Secondary infection of the young shoots newly sprouted with conidia continues 

from Apri1 unti1 July. Production of conidia on the diseased fruits and young sh∞ts ceases 

after July. The fungus overwinters within the mami五ed and fal1en fruits. Apothecia develop 

from the fallen diseased fruits during mid to late March. 

Ascospores germinated normally on plane agar, regulated on the acidic side of pH 5, and 
they developed mycelial colonies on PDA slants after transplanting. On the other hand, a 

budding type of germination producing microconidia was observed on ascospores under the 

alkaline condition of more than pH 5. Ascospores budded microconidia did not develop any 

colonies on various agar media. The recorded optimum pH for normal germination of ascos司

pores was from pH 4 to 5. The stigma of cherry flowers were measured as pH 5.2~5.4 and 

a normal hyphal type of germination was observed on the stigma inoculat巴d with ascospores 

under the scanning microscope. Whereas, on styles and leaves having a pH of 6.5~6.8， the 

budding type of germination was predominant in the inoculated ascospores. 1n the case of 

secondery infection, conidia can infect young leaves and new sprouts without any influence 
from the pH of the host tissues. 

Judging from the morphological characteristics of the present fungus represented by the 

sizes of asci and ascospores, presence of disjunctors in conidia and plant part producing sc1eｭ
rotia, and from the pathogencity to cherry trees, apple trees and fruits. the causal fungus was 
identified as Monilinia 伽sanoi (TAKAHASHI) YAMAMOTO having an anamorph, Monilia kusanoﾎ 

TAKAHASHI. 

Several chemicals were tested to prevent the disease occurrence. Among them spraying 

2，0∞~3;∞o times emuJsion of benJate (benomyl) and 1,500 times emulsion of topsin-M (thio・

fanatemethyl) every 10 days from late March to early May were quite effective in supressing 

the development of the disease. 
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